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研究成果の概要（和文）：本研究は、研究期間内において、南アジアにおけるマドラサが、いかに「ムスリムネ
ス（ムスリムらしさ）」のあるべき姿を創造しようとしているのかフィールドワークを中心に追及してきた。結
果的に、マドラサのもつ教育的機能、社会的機能、政治的機能といった多面的機能が機能する中で、マドラサ
は、創り出すべきムスリムネスを慎重に考慮しながら日常的に行われるマドラサ教育、あるいは非日常である祝
祭やデモ等の機会にそれらを普及しようとしていたことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The study has investigated by field work how madrasas in South Asia try to 
create "Muslimness"which is conceptualized as Islamic way in South Asian people within research 
period. As a result of the research, the study found that the Madrasas try to disseminate a newly 
created "Muslimness" which was considered within the multiple functions such as educational 
function, social function, and political function by using the opportunities of madrasa education, 
religious festivals and some political demonstrations.   
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１．研究開始当初の背景 
現代のイスラームにとって、子どもや青年

の教育を行うマドラサはきわめて重要であ
る。なぜなら、発達したネットやマスメディ
アを通じ、先進国の情報が、イスラーム諸国
の個人に直接届く。これを放置すれば、人々
のムスリムネスは、先進国から発せられる圧
倒的情報量の前に希薄化してしまう。そのた
めマドラサから積極的にムスリムネスを強
調するような教育、実践、情報発信を、子ど
も・青年や村人、知識人、女性等あらゆる人々
に対して日々行う必要があり、実際にも行わ
れている。 
しかし、先進国側では、イスラーム国、ナ

イジェリアのボコ・ハラムなどの出現といっ
た、先鋭化したイスラーム関連事件のみが報
道され、上記で述べたマドラサの日常が顧み
られることはない。このアンバランスな状況
を、是正していくには、こうしたマドラサが
創り出す「あるべきムスリムの姿（ムスリム
ネス）とは何か」を総合した分析が、学界に
おいて議論されなければならなかった。そう
でなければ先鋭化したセンセーショナルな
イメージが流布、本来的なムスリムネスの具
体像が結べないままとなるからである。 
しかし、宗教教育機関であるマドラサの果

たしている役割を総合的に捉え、誰に、何を、
どうやって教育し、どこへむけて発信しよう
としているのか、を明らかにした研究はなく、
研究開始当初の状況では、多種多様な側面を
持つマドラサの機能が、断片的に明らかにな
ったにすぎなかった。このため、マドラサが
ムスリムネスをどう、現代のコンテクストに
合うように洗練、発信しようとしているのか、
大胆に総合して研究するという課題が導出
された 

 
２．研究の目的 
そこで本研究では、「宗教教育機関の多面

的機能研究」という新しいアプローチから、
教育機能を中心とする、政治機能、経済機能
などの多面的機能とその連関を調査するこ
とを通じて、マドラサにおけるムスリムネス
の創出プロセスと普及プロセスを検証する
ことを目的とした。 
マドラサの中心的機能は、コーラン（イス

ラームの聖典）やハディース（預言者ムハン
マドの言行録）の教育を子どもや成人に施す
教育機能が中心であるが、貧困層の無償教育、
マドラサ教員が冠婚葬祭の祈りを捧げる等
の社会的機能も有し、時にはイスラーム政党
の要請により、デモ隊形成をする政治的機能
する。また一部例では生徒に思想教育を行い、
戦士の前段階の教育を行う軍事機能も備え
る場合がある。 
しかし先行研究は主に実証研究で、マドラ

サが宗教教育を通じ、何を創造し、誰に影響
を与えようとしているのか、大胆に仮説生成
を行う研究は皆無であった。 
 

 
３．研究の方法 
 初年度から最終年度にかけて、インドのマ
ドラサ、およびバングラデシュの大規模マド
ラサ、また村落部の小規模マドラサで、イン
タビューや資料収集などのフィールドワー
クを実施した。その際、マドラサの①教育的
機能（カリキュラム、授業形態、教員の資質、
生徒の資質）を中心に、②社会的機能（寄進・
寄付収集、ワズ・マフィル、冠婚葬祭等）、
③政治機能（デモ、政党活動、政治家のマド
ラサ経営へのコミットメント等）について、
マドラサ校長・教師たちにインタビュー調査
を実施、また、観察調査等を実施した。 
 さらにマドラサに子どもたちを送る側で
ある農村部の人々にも聞き取り調査を行い、
普通学校ではなく、なぜマドラサなのか、ま
たマドラサに行かせるメリット、卒業・修了
後の進路など、マドラサの隆盛を支える人々
の意識がどのようなものなのかも調査した。 
 
４．研究成果 
研究開始時に、本研究の学術的特色として

あげた、マドラサの実証研究が行ってこなか
った、教育的機能、社会的機能、政治的機能
の３機能の複合部分の分析をもとに、マドラ
サにおけるムスリムネスの創造について、大
胆に仮説生成していくことである。結果的に、
マドラサのもつ教育的機能、社会的機能、政
治的機能といった多面的機能が機能する中
で、マドラサは、創り出すべきムスリムネス
を慎重に考慮しながら日常的に行われるマ
ドラサ教育、あるいは非日常である祝祭やデ
モ等の機会にそれらを普及しようとしてい
たことが明らかになった（下図参照）。以下
では、各機能別に明らかになった点を示して
いく。 
 

 
まず、教育的機能についてであるが、周知

のとおり、マドラサは子どもたちにイスラー
ム教育を施すことが第一義的な機能である。
ムスリムが9割を占めるバングラデシュにお
いて、多くの人々が認可、無認可問わず子ど
もたちをマドラサに通わせている。普通学校
教育とカリキュラムや修了証の共通化がで
きている認可マドラサ（アリアマドラサ）に



ついては、学校教育の修了証に加えて、イス
ラームの知識も学べるという点で、子どもを
送ることに首肯できるが、無認可マドラサ
（コウミマドラサ）については、修了証が社
会で通用することはなく、いかなる理由で行
かせるのかが調査の焦点の一つであった。こ
の点に関する研究結果によれば、学校教育が
必ずしもすべての子どもたちを包容できる
わけではなく、学び方が暗唱中心である無認
可マドラサのほうに親和的な子どもたちが
いて、彼らの受け皿となっている点、また、
無認可マドラサは、授業料が無償かきわめて
安価なものであり、無償の寮もついている場
合があり、貧困層の受け皿ともなっている。
まず、教育的機能が、そうしたイスラーム教
育の裾野を拡大し、ムスリムネス拡充の基盤
をつくっていることは間違いない。 
また、イスラーム教育によって培われたム

スリムネスは、村人やコミュニティと接触す
る社会的機能の中で流布され、人々の間にム
スリムネスとはなにかを知らしめ、イスラー
ム社会の基盤をつくっている。 
さらに、政治的機能においては、デモなど

にマドラサ生徒が参加する（させられる）こ
とによって、ムスリムネスの価値観をメディ
アに大きくアピールすることにもなる。こう
した三つの機能の複合部分がムスリムネス
の創造の源泉であり、歯車のように相互に関
連しながらイスラーム的な価値を紡ぎだし
ていることが明らかとなった。 
こうした「動き」のあるイスラームの活動

は、バングラデシュにおいて、他のイスラー
ム復興運動、つまりそれは時にヒンドゥー文
化との混淆を否定するような動きにつなが
り、イスラームの純化を促進している。マド
ラサが単に教育的機能を持つだけなら、普通
学校教育がこれだけ隆盛するなか、増加傾向
を維持することは難しいと考えられるが、マ
ドラサ、特に無認可のほうに着目し、政治的
機能、社会的機能、およびその連関を考え合
わせると、マドラサは、源泉としてのムスリ
ムネス創造、そしてその社会的波及に関する
仕組みを有しており、ムスリムに対する訴求
ができていると考えられる。 
また研究当初より一つのリサーチ・クエス

チョンであった、ムスリムネスの創造に端を
発するイスラーム復興運動が、「情報のグロ
ーバル化」にいかに対峙、対応、妥協、融合
しているのかについては、単にマドラサに通
わせて教育を施すだけではなく、断食や、ワ
ズ・マフィルといったイスラームの祭礼、儀
式等にマドラサの諸活動を絡めることによ
って、人々の中でかなりの程度「実質化」す
る（例えば六信五行をはじめとするムスリム
としてのふるまいや、ヤギ、牛の生贄など）。
これにより、インドやバングラデシュの農村
部においては、テレビやインターネットを通
じてもたらされる、あくまで幻想でしかない
グローバル化よりも、ムスリムであることの
自覚や、死後の世界観の維持などといったイ

スラーム的価値観を維持することにつなが
り、グローバル化への憧憬があくまで憧憬と
してしか機能しない、つまり限定効果である
ことに対し、上記のようなムスリムネスの創
造から、イスラームの実質化プロセスといっ
たイスラーミゼーションは、やはり相当程度、
実態を伴ったものとして、ある種「魔法の弾
丸モデル」になりえていると考えられる。 
こうした「弾丸」は日々、あるいは定期的

に人々の生活に実態を伴った形で打ち込ま
れており、人々がイスラームに対し、遅れて
いる宗教だと思ってしまわないようにイス
ラーム権威の側による様々な見解が情報交
換され、またマドラサにおいて人々に伝わり
やすいように加工され、「実質化」に貢献し
ている。 
本研究には、そうしたイスラーミゼーショ

ンの内部で起こっている教育的営み～社会
波及～イスラームの実質化を描き、比較教育
学とイスラーム地域研究を架橋した点が包
含され、そうした点にオリジナリティがある
といえる。 
 
これらの成果については、後述する日本、

及び世界学会において発表され、上述した三
点からなる、多面的機能の複合部分を重ね合
わせて分析、マドラサで日々創造されるムス
リムネスが、どういう方法で、誰にむけて発
信されるかを析出した結果を学界に対して
打ち出すことができた。 
また最も大きな学術的特色として挙げた、

マドラサに関する実証研究が行ってこなか
った、上記３機能の複合部分の分析をもとに、
マドラサにおけるムスリムネスの創造を、大
胆に仮説生成していくこと、また、グローバ
ルな情報や概念に接触している、ごく一般の
現代ムスリムに対し、マドラサはいかに向き
合い、ムスリムネスを創造・発信しようとし
ているのかという、可視化されていない部分
を研究するという斬新性も打ち出した。 
本研究があったことにより、インドのムス

リムがなぜイスラームの価値観を大切にし
た低額費私立学校（Low fee private school）
を選択するのか、考察する足掛かりとなり
（下記論文③）、イスラーミゼーションを促
進するための諸活動をつなぐボランタリ
ー・アクションを考えるための理論的基盤を
提供した（下記発表①）。また、一般的な市
販書にも、本研究の成果は掲載され（下記図
書①、②）、イスラームに対する歪んだ情報
や報道を、ムスリムの日常生活を描くことに
よってバランスをとる、という、本研究にお
ける所期の目的を達成している。 
 
本研究の成果をベースとして、2017 年度よ

り、より広範な国際地域間比較を目的とした、 
科学研究費補助金（基盤 B）「ムスリム居住地
域における主体的なイスラーム教育改革に
関する地域間比較研究」に、研究内容を引き
継ぎ、アジア・アフリカの 10 か国、地域に



おいて、世界のムスリム居住地域で、いかに
イスラーム教育を施す側が自らの現状をと
らえ、自覚し、自ら改革を施そうとしている
のかという、大規模な比較調査・研究が着手
されることとなっている。 
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